
- 統計の基礎理論を分かったうえで、分析手法を使わないと、ツールに振り回されるだけになる 
 

- 原理原則を大切にしたい 
 
-  少人数有志で、ぜひデータ分析お勉強会を企画したい。 
  （理論というよりは、実際のデータ分析手法を使った、結果からの考察し、意志判断につなげていく部分中心で・・・） 
 
- データ分析や考察だけを行って、きれいなグラフづくりに満足してしまい、実際の施策にどうつなげていいかわからない。 
 

- 同じようにデータ分析に興味がある異業種の方々と学びを一緒にしたい 
 →異業種の方々と学ぶことで違った切り口、新たな気付きがあるのでは？ 

・・・・データ分析勉強会をやろうと思ったきっかけ 

みなさんのご意見 



2020年 
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

企画検討 

・走行データ状況確認 
・必要技術・要件調査 
・ナビ連携機能調査 
・コンテンツ（施設・スポット） 

仮説と検定 

コンテンツ整合 

・コンテンツ連携 
-RoadH!NT 
-BeatMAP(ミックウェア) 

★プチ勉強会 
フェスティバル 

■今後のアクション 

・運営体制の確立、仲間の募集 
・データ分析の材料をピックアップ 
・分析スキルを持つ人たちの社内外とのつながり 
 
・コミュニティースペースの確保 

勉強会コンセプト 

分析例①： 
●●● ●● 

■スケジュール 

データ分析勉強会の進め方 

■勉強会のコンセプト 

-輪講形式      
きまった人が座長、進行役になるのではなく 
「こんな事が、理解する壁になる」「ここがわかりにくかった」もしくは「こんな事がわかった」「こんな事知っていますか」 
と言ったワイガヤ形式で進行する？ 

分析例② 

■勉強会運営 

頻度：隔週一回 
日時、場所：水曜日の8：30～ 
初期メンバー：５名＋有志メンバー＠Skype 

分析例③ 

★異業種交流 

主成分分析 相関分析 

分析例④ 

RFM分析 

アパレル店舗例 ドリンク仕入れ数予測 



分類 進め方案 内容 

考察、施策の立案 （自分たちで材料
をあつめる） 
データ分析 
考察編 

マーケティング観点 
工学観点 

施策検討編 アンケートからの施策立案 
 

理論・テクニック編 理論 ・平均値 
・主成分分析、検定 
・要因分析 

テクニック 
Excel・R言語 

・ピポットテーブル 
・相関分析 

■データ分析の手法 



目的・問いの把握 データの分析・考察 施策の立案 
(1)目的フェーズ 
・分析結果からの考察 
・施策の立案 

(2)データ分析フェーズ 
・仮説検証 
・データ収集 
・検証 

問いに対す

る仮説を立

てる 

データを収集

する 

分析により、

検証をする 

「データ分析」から「施策の立案」までのプロセス 

「データ分析」手法とその結果を考察するところに、勉強会の焦点を当てる 

＜手法＞ 

＜手法＞ 



第XX回：データ分析勉強会例：マーケティング問題 

ẇ  

ẇ  

ẇ ךּ  

ẑ  

* ︣︣ףּ *  

 

検索 

* ︣︣ףּ  

エリア：大磯 形態：カフェ  
営業時間：・・・ 
 

・AG-CAFE 

エリア：鵠沼 形態：カフェ  
営業時間：・・・ 
 

・YAMA-CAFE 

שּ  

・ある商店では、麦茶、スポーツドリンク、缶コーヒーを
扱っており、仕入れ数を日々検討して発注を行っている。 
いままでは、各飲料とも前年度同月と同等の数量を仕
入れてきたが、 
実際の売り上げ数と乖離が出てきているので、他の方法
や考え方で仕入れ数を予測できないかということを検討
したい。 

♥43  Rate3.8 

YAMA-CAFE 
@fuji,@yoko 
が過去に行きました 

目
的
地 

ソーシャルデータからの情報（タイムリーなイベント情報） 

おすすめスポット・情報 

ṇ  

 

ナビ設定 

過去データから、明日の商品数を予測し、適切な仕入れ数を確定すること 
  
各種ドリンク：麦茶、スポーツドリンク、缶コーヒーの過去の出荷数（売り上げ数）
実績からそれぞれの仕入れ数（売り上げ数）を予測するものとする。 

問題内容 

ゴール設定 

-EveryGo予約画面にて 

勉強会進め方案 

検討材料、データ 

アウトプット 

β事前にExcel（過去の売り上げ数）を提供 

①データ集計、整理をExcelやR言語で実践：個人ワーク 
②目的に応じた分析方法を共有：メンバー 
③考察、仕入れ数結果：メンバー 
④おまけ：理論や補足事項などがあれば共有：メンバー 



第XX回：データ分析勉強会例：マーケティング問題（RFP） 
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検索 

* ︣︣ףּ  

エリア：大磯 形態：カフェ  
営業時間：・・・ 
 

・AG-CAFE 

エリア：鵠沼 形態：カフェ  
営業時間：・・・ 
 

・YAMA-CAFE 

שּ  

添付のExcelでの売り上げ、顧客データを基に、
RFM解析を実施して 

どの層にどういう施策をやるべきかの検討材
料を作ってください。 
 
RFM分析とは、Recency （直近いつ）、Frequency （頻度）、Monetary （購入
金額）の3つの指標で顧客を並べ替え段階的に分け、顧客をグループ化した上で、それぞ
れのグループの性質を知り、マーケティング施策を講じる手法 
 

♥43  Rate3.8 

YAMA-CAFE 
@fuji,@yoko 
が過去に行きました 

目
的
地 

ソーシャルデータからの情報（タイムリーなイベント情報） 

おすすめスポット・情報 

ṇ  

 

ナビ設定 

どの顧客層にを分類したのか、 
またその分類した顧客層にどのような施策を実施するのが 
有効なのかを検討する 
。 

問題内容 

ゴール設定 

-EveryGo予約画面にて 

勉強会進め方案 

検討材料、データ 

アウトプットイメージ 

β事前にExcel（過去の売り上げ数）を提供 

①データ集計、整理をExcelや実践：個人ワーク 
②目的に応じたExcel関数、処理を共有：メンバー 
③考察、仕入れ数結果：メンバー 
④おまけ：理論や補足事項などがあれば共有：メンバー 

顧客名 購入金額 購買回数 最終来店日 最終購入日
伊藤　　功 54,000 1 2014/1/15 4月15日
井上　宏樹 6,998 4 2014/4/30 1月1日
一木　稔房 7,128 1 2014/3/10 2月21日
羽根田　元子 22,800 4 2014/4/30 1月1日
栄　千登美 48,700 3 2014/2/10 3月20日
園井　教裕 11,444 5 2014/3/19 2月12日
奥田　孝 2,160 1 2014/4/2 1月29日
横谷　潔 10,800 1 2014/3/23 2月8日
加藤　孝一 19,440 1 2014/4/15 1月16日
加納　玲子 23,540 2 2014/1/5 4月25日
河井　京子 64,800 1 2014/2/18 3月12日
河島　秀美 20,444 7 2014/4/19 1月12日
河東　麗子 64,040 3 2014/4/22 1月9日
火野　加奈 28,382 10 2014/4/30 1月1日
花田　愛 52,574 9 2014/4/19 1月12日
笠原　直 90,920 8 2014/3/15 2月16日



§基本的な勉強会の姿勢 笑 

 
■輪講形式 
事前に設定した「データ分析問題」において、 
 
①様々なデータ、グラフ作成する 
 
「仮説として●●なことがいえるのではないか？」 
「●●を検証するために、こういうデータ手法ややり方をしてみないか」 
 
②実際にデータ分析したうえで、様座な角度からの意見を言い合うことで 
それを新たな気付きとしながら、 
「あの仮説は、なんとなく正しいそう・・・」 
「だから、それに響くXXX施策が必要なのでは？」 
 
ということがきちんと検証、考察の力をつけられるような 
取り組み（お勉強会）にしたい 
 


